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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人光産

業技術振興協会（OITDA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業

規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業

規格である。 

これによって，JIS C 6802:2011 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 6802：2014 
 (IEC 60825-1：2014) 

レーザ製品の安全基準 

Safety of laser products 

 
序文 

この規格は，2014 年に第 3 版として発行された IEC 60825-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項及び附属書 JA は，対応国際規格にはない事項であ

る。 

 

1 適用範囲及び目的 

この規格は，波長範囲 180 nm～1 mm のレーザ放射を放出するレーザ製品の安全基準について規定する。 

波長 180 nm 未満（真空紫外領域）を放射するレーザは，存在はするが，このレーザビームは，通常，

真空容器の中に閉じ込めなければならず，潜在的な光放射による危険が本質的に最小限である。したがっ

て，この規格の適用範囲外とする。 

レーザ製品は，電源を別にもつもの若しくは内蔵しているもの又は単一のレーザからなるものでもよい。

さらに，光学的，電気的又は機械的複合システムの中に一つ又は複数のレーザを組み込んでいてもよい。

一般に，レーザ製品は，物理的及び光学的現象の実演，材料の加工，データの読取り及び蓄積，情報の伝

達及び表示などに利用される。これらのシステムは，工業，商業，娯楽，研究，教育，医用，消費者向け

製品などの用途に用いられている。 

最終製品は，それ自体この規格に従うことになるが，システムの一部として他の製造業者へ販売される

レーザ製品は，この規格の対象とならない。最終製品用の修理部品として使用するために，最終製品の製

造業者によって，又はその製造業者のために売られるレーザ製品も，この規格の適用範囲外である。ただ

し，レーザ製品内のレーザシステムが最終装置から取り外されても運転可能な場合，この取外し可能なレ

ーザシステムは，この規格の要求事項を適用する。 

注記 1 運転可能な装置は，運転の準備のために工具を必要としない。 

箇条 4 及び箇条 5 に従って製造業者が行ったクラス分けが，運転，保守，サービス及び故障の全ての条

件下で，放出レベルがクラス 1 の被ばく放出限界（AEL）を超えないことを示した場合，全てのレーザ製

品は，この規格の更なる要求事項から除外することができる。そのようなレーザ製品を除外レーザ製品と

呼んでもよい。 

注記 2 この“除外”は，本質的に安全なレーザ製品は箇条 6～箇条 9 の規定を適用する必要がない

ことを意図している。 

あるレーザ機器では，レーザ放射の被ばくに起因する潜在的な悪影響に加えて，電気，化学薬品，高温

又は低温のようなその他の関連する危険性をもつことがある。レーザ光線は，目くらみ又はぎらつきのよ

うな一時的な視力障害を引き起こす場合がある。そのような作用は，仕事及び周囲の照明レベルに依存し，


